
◆
第
37
回
リ
ズ
ム
運
動
大
会

６
／
３
（
金
）
総
合
体
育
館

６
／
10
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
第
40
回
熟
年
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

７
／
10
（
日
）
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

◆
第
４
回
輪
投
げ
大
会

７
／
29
（
金
）
総
合
体
育
館

７
／
30 

（
土
）
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
笑
顔
い
っ
ぱ
い
長
寿
の
集
い

９
／
17
（
土
）
～
19
日
（
月
・
祝
）

区
内
各
施
設

◆
第
39
回
区
民
ま
つ
り

10
／
９
（
日
）
篠
崎
公
園

◆
第
44
回
さ
わ
や
か
体
育
祭

10
／
27
（
木
）
陸
上
競
技
場

◆
リ
ズ
ム
運
動
地
区
交
流
会

【
葛　

西
】	

11
／
４ 

（
金
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
松　

江
】	

11
／
18
（
金
）
総
合
体
育
館

【
鹿　

骨
】	

11
／
19
（
土
）
総
合
体
育
館

【
小　

岩
】	

11
／
25
（
金
）
総
合
体
育
館

【
小
松
川
】	

11
／
27
（
日
）
小
松
川
小
学
校

【
東　

部
】	

11
／
30
（
水
）
東
部
区
民
館

◆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

11
／
23
（
水
・
祝
）
未
定

◆
平
成
28
年
度
熟
年
文
化
祭

２
／
８
（
水
）・
９
（
木
） 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
第
14
回
合
唱
祭

３
／
４
（
土
）
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

新
年
度
が
始
ま
り
２
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
近
頃
は
蒸
し
暑
い
気
候
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
月
の
リ

ズ
ム
運
動
大
会
を
皮
切
り
に
、
く
す
の

き
の
行
事
は
今
年
も
目
白
押
し
で
す
！

外
へ
出
か
け
る
こ
と
は
、
健
康
の
保

持
だ
け
で
な
く
、
脳
の
老
化
防
止
に
も

大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
外
出
頻
度

が
低
く
な
る
と
歩
行
障
害
や
認
知
症
の

リ
ス
ク
も
高
ま
る
そ
う
で
す
。

暑
さ
や
雨
で
外
出
が
億
劫
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
や
適
度
な
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
、
体

調
に
気
を
付
け
て
積
極
的
に
皆
で
出

か
け
ま
し
ょ
う
！

年
間
行
事
予
定

平成28年度イベント開幕!リ
ズ
ム
運
動
大
会
（
総
合
体
育
館
）

熟
年
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

輪
投
げ
大
会

笑
顔
い
っ
ぱ
い
長
寿
の
集
い

区
民
ま
つ
り

さ
わ
や
か
体
育
祭

リ
ズ
ム
運
動
地
区
交
流
会

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

熟
年
文
化
祭

合
唱
祭
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５月10日(火)にくすのきクラブ連合会定期通常総会がタワー
ホール船堀にて開催されました。前年度の事業報告、決算・監査報
告、そして今年度の事業計画・予算案が審議され、承認されました。

また、任期満了による役員改選では、新役員が選出され連合会会
長には高瀨会長が再任されました。

連合会会長挨拶

退
任
会
長
紹
介
（
敬
称
略
）

お
疲
れ
様
で
し
た

新
任
会
長
紹
介
（
敬
称
略
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
28
・
29
年
度

連
合
会
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

平成28年度定期通常総会開催
くすのきクラブ連合会

通
常
総
会
で
く
す
の

き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

長
職
を
引
き
続
き
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
高
瀨
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
は

「
健
康
の
保
持
」「
教
養

の
向
上
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

一
之
江
南
部
長
寿
会	

丸
山　

順
生

五
南
長
寿
会	

川
口　

峯
子

白
寿
会	

泉　
　
　

巌

平
井
東
四
ク
ラ
ブ	

林　
　

敏
枝

６
号
棟
さ
つ
き
会	

髙
橋　

綱
吉

東
二
会	

稲
見　

和
夫

鹿
骨
第
一
健
和
会	

中
代
喜
一
郎

芽
ば
え
会	

草
島　

末
子

明
大
ク
ラ
ブ	

玉
居
子　

勝

上
一
色
西
睦
会	

渡
辺　

達
治

三
咲
会	

桑
田
千
枝
子

23
号
棟
慶
寿
会	

久
野
テ
ル
子

南
葛
西
ク
ラ
ブ	

荒
木　

年
雄

こ
だ
ま
長
寿
会	

今
野　

竹
蔵

一
之
江
南
部
長
寿
会	

堀
江　

保
夫

五
南
長
寿
会	

岩
﨑　

雅
浩

白
寿
会	

片
山　

征
三

平
井
東
四
ク
ラ
ブ	

石
岡　

統
子

本
郷
第
二
五
月
会	

林　
　

香
里

東
二
会	

加
藤　
　

功

鹿
骨
第
一
健
和
会	

田
島　

幹
久

芽
ば
え
会	

斉
藤
利
喜
造

明
大
ク
ラ
ブ	

岩
渕　

勇
一

上
一
色
西
睦
会	

高
橋　

義
雄

船
堀
六
寿
会	

平
林　

康
次

三
咲
会	

北
川　

智
子

23
号
棟
慶
寿
会	

柴
田　

幸
男

南
葛
西
ク
ラ
ブ	

佐
久
間　

清

こ
だ
ま
長
寿
会	

磯
野　
　

正

【
会　

長
】

葛
西
仲
町
第
三
永
寿
会	

高
瀨　
　

巖

【
副
会
長
】

五
葉
会	

村
田　

清
治

笑
和
会	

古
谷　

和
雄

船
四
若
葉
会	

上
野　

武
男

小
岩
北
口
福
寿
会	

島
田　

常
雄

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
わ
か
ば
会	

井
上　
　

守

西
篠
崎
東
寿
会	

平
川　

睦
雄

【
総
務
部
長
】

西
小
岩
中
央
米
寿
会	

野
村　

和
男

【
総　

務
】

西
一
之
江
ク
ラ
ブ	

髙
橋　

俊
次

平
井
東
長
寿
会	

稲
葉
タ
キ
子

な
ぎ
さ
麗
樹
会	

河
瀬　

武
則

今
井
長
寿
会	

大
山　

芳
男

松
寿
会	

鈴
木　

善
三

【
会　

計
】

小
松
川
わ
か
ば
会	

五
十
嵐
順
吉

船
堀
親
和
会	

森
本　

秀
夫

【
監　

事
】

西
南
福
寿
会	

太
田
二
三
子

春
江
町
ク
ラ
ブ	

大
沼　

光
哉

【
研
修
部
長
】

西
小
松
川
長
寿
会	

川
名　

郁
也

【
保
健
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
長
】

延
寿
会	
山
㟢　

一
男

【
奉
仕
部
長
】

宮
元
第
一
福
寿
会	

佐
藤　

惠
俊

【
広
報
部
長
】

さ
ざ
な
み
会	

赤
羽
根
智
英
子

ア
活
動
」「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
」を
活
動
の

柱
と
し
て
い
ま
す
。そ
の

日
頃
の
活
動
で
は
地
域

の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
、
熊
本
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
災
害
時
に

は
、
地
域
の
つ
な
が
り
、

共
助
の
力
が
大
き
く

発
揮
さ
れ
ま
す
。
私
た

ち
の
住
む
東
京
も
、
首

都
直
下
型
地
震
の
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
日
頃
の
備
え
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
の

人
と
の
交
流
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。こ
う
し

た
中
で
、く
す
の
き
ク
ラ

ブ
の
存
在
意
義
は
試
さ

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
一
丸

と
な
り
、く
す
の
き
ク
ラ

ブ
を
盛
り
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
方
の
お
力
添
え
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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台
所
の
拭
き
掃
除
を
す
る

お
助
け
隊
の
森
本
さ
ん

　　江戸川区熟年人材センターの会
員が、シルバーお助け隊として、

ご家庭内のお困り
ごとなど、１時間以
内で完了する簡単
な仕事をお手伝い
しています。

シルバーお助け隊とは？

シルバーお助け隊Q&A

まだまだ仕事がしたい方へ！

小さなお困りごとがある方・まだまだ仕事をしたい方へ

シルバー
お助け隊
大活躍中!!

A.江戸川区在住の以下の方がご利用で

きます。

◦65歳以上の熟年者のみの世帯

◦障がいをお持ちの世帯

◦母子家庭

◦その他（自力で困りごとの解決・改善

ができない方）

A.お近くの熟年人材センターまでご依

頼ください(下記参照)。仕事に必要な用

具などはお客様でご用意ください。

A.ご自宅の電球の取り換え、窓ふき、換

気扇の拭き掃除、ふろ掃除など多岐に

わたりますのでご相談くださ

い。１時間以内に終了できる

作業１件となります。

A. １件500円です(事務手数料含む)。

　熟年人材センターでは会員を募集しております。仕事に興

味がある方はお気軽にお問い合わせください。本部では毎月

１回入会説明会を行っております。ぜひ、ご参加ください！

定年退職後、家でじっとしていても

仕方がないので仕事をしています。

一番多いのが換気扇の掃除で、他に

は駐輪場の整理や広報えどがわの配付

など、月に数回意欲的に仕事に取り組んでいます。依頼

者の方に喜んでいただけると嬉しいです。

体の調子が悪く、日常のちょっと

したことが辛いので、お助け隊の森

本さんに来ていただいてとても助

かっています。

毎月主に部屋の掃除を依頼してお

り、いつもとても良くしていただい

て感謝しております。

お助け隊は手頃なので、気軽に依

頼できるのが魅力です。また来月も

仕事を依頼しようと思っています。

Q.利用できる人とは？ Q.依頼はどうすればいい？

Q.どんな依頼ができる？ Q.費用はどのくらい？

依頼者の声

お小遣い稼ぎだけじゃない!こんな魅力もあります!熟年人材センター会員募集中!

生活にハリが出る	 人に喜ばれ充実した時間を過ごせる!

健康維持に役立つ	 日頃から体を動かし健康を保持!

物忘れしにくくなる	 脳を刺激し認知症リスク減!

江戸川区熟年人材センター

会員の声（森本安圀さん）

☎3650-3335/東小岩6-15-2小　岩

☎3686-5341/宇喜田町191葛　西

☎3652-5091/西小松川町34-1
受注専用ダイヤル：0120-8

はなよ

74-4
シルバー

68
本　部

お問い合わせ先 ご依頼・新規ご入会の相談はこちらへ
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ク
ラ
ブ
番
号
１
番
で
あ
る
私
た

ち
の
ク
ラ
ブ
は
く
す
の
き
で
最
も

古
い
ク
ラ
ブ
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
活
動
も
盛
ん
で
、
年
に
３

回
、
講
師
を
招
い
て
の
茶
話
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
は
食
事
・

健
康
・
振
り
込
め
詐
欺
と
そ
の

時
々
に
応
じ

た
話
題
を
講

義
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

身
近
に
起
こ

る
こ
と
な
の

で
、
皆
さ
ん

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
１
９
８
５

年
に
建
て
ら
れ
た
清
新
南
ハ
イ
ツ

を
基
盤
に
、
２
０
１
１
年
に
く
す

の
き
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
て
5
年

目
に
な
り
ま
す
。
清
新
町
が
海
に

も
近
い
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の

保
養
地
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
に
あ

や
か
り
プ
ロ
バ
ン
ス
会
と
名
付
け

ま
し
た
。

　

毎
月
の
活
動
で
は
、
第
１
土

曜
日
に
行
わ
れ
る
定
例
会
を
中

心
に
、
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
週
に
１
回
健
康
の
保
持
と
し

て
、
太
極
拳
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

や
っ
て
い
ま
す
。
太
極
拳
は
楊
名

時
24
式
の
流
儀
で
、
区
内
太
極
拳

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
る
交
流
会
に
も

も
真
剣
に
、
時
に
感
心
し
た
よ
う

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

　

松
二
会
で
は
輪
投
げ
が
と
て
も

盛
ん
で
、
第
２
回
輪
投
げ
大
会
で

は
優
勝
し
ま
し
た
。
今
年
も
優
勝

す
る
ぞ
！ 

と
臨
ん
だ
第
３
回
で

は
点
数
が
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
18

位
…
。
し
か
し
、
こ
こ
が
輪
投
げ

の
面
白
い
と
こ
ろ
で
、
今
で
は
さ

ら
に
練
習
が
盛
ん
に
な
り
、
今
年

こ
そ
は
再
び
表
彰
台
に
立
て
る
よ

う
に
と
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

　

年
に
４
回
行
わ
れ
る
誕
生
会

清新南ハイツプロバンス会
会長：田巻　誠
会員：73 人

松江
地区

松二会
会長：伊藤　守
会員：148 人

ク ラ ブ 紹 介葛西
地区

一
丸
と
な
っ
て
一
番
へ

ク
ラ
ブ
の
力
は
笑
顔
か
ら

で
は
、
役
員
の
手
作

り
に
よ
る
料
理
を
振

る
舞
い
ま
す
。
50
名

分
の
料
理
と
な
る
と

作
る
の
も
大
変
で
す

が
、
み
な
さ
ん
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い

た
だ
け
る
の
で
作
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

会
員
に
は
町
会
の
役

員
の
方
も
多
く
、
こ
う
し
た
ク
ラ

ブ
の
活
動
を
松
江
二
丁
目
町
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
付
き
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
松
江
小
学
校
よ
り
お
話

が
あ
り
、
む
か
し
遊
び
を
教
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
回
ほ
ど

い
ま
す
。
昨
年
は
日
帰
り
研
修
に

世
田
谷
区
の
等
々
力
渓
谷
、
調
布

市
の
深
大
寺
の
２
か
所
へ
行
き
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し

く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎

年
、
電
車
で
１
時
間
ほ
ど
で
行
け

る
都
内
の
名
所
旧
跡
を
見
学
し
て

い
ま
す
。
講
演
会
で
は
、
西
葛
西

の
司
法
書
士
よ
り
「
相
続
・
登

記
・
成
年
後
見
」
が
テ
ー
マ
の
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
誕
生
会
や
新
年
会
な

ど
で
は
、
懇
談
の
場
と
し
て
笑
顔

で
楽
し
そ
う
に
し
て
お
り
、
こ
の

笑
顔
だ
け
で
も
く
す
の
き
ク
ラ
ブ

を
立
ち
上
げ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

学
校
と
も
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
楽
し
ま

せ
る
た
め
に
工
夫
、

勉
強
し
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
楽
し
く
教

え
る
こ
と
が
で
き
、

児
童
の
皆
さ
ん
も
と

て
も
喜
ん
で
い
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、

一
緒
に
給
食
も
い
た

だ
き
、
帰
り
に
は
手
作
り
の
折
り

紙
や
絵
ま
で
頂
き
ま
し
た
。
今
で

も
道
で
会
え
ば
挨
拶
を
交
わ
し
て

お
り
、
と
て
も
貴
重
な
交
流
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
要
請
が
あ
れ

ば
ま
た
ぜ
ひ
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

参
加
し
て
い
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
は
、
新
左
近
川
親
水
公
園
の

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

教
養
の
向
上
と
し
て
、

合
唱
と
カ
ラ
オ
ケ
、
絵

手
紙
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
合
唱
は
、
３
月
の

合
唱
祭
で
歌
う
曲
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
９
月

に
行
う
長
寿
の
集
い
で

も
披
露
し
、
出
演
の
前

は
月
に
５
～
６
回
程
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は

会
館
の
多
目
的
室
を
使
用
し
、
絵

手
紙
は
集
会
室
で
各
々

書
き
た
い
も
の
を
持
参

し
て
書
い
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
の
行
事
を

会
員
に
周
知
す
る
た
め

に
、「
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
チ
ラ
シ
を
配
付

し
て
い
ま
す
。
日
帰
り

研
修
や
誕
生
会
、
講
演

会
な
ど
の
お
知
ら
せ
は
、

個
別
に
チ
ラ
シ
を
つ
く

り
出
席
の
確
認
を
し
て

新年懇親会

私達、元気です！

新年懇親会
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私
達
の
ク
ラ
ブ
は
昨
年
11
月
に

休
会
か
ら
復
帰
し
た
ク
ラ
ブ
で
、

現
在
新
た
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
会

員
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
ク
ラ
ブ
の

定
例
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区

か
ら
の
連
絡
事
項
や
会
の
行
事
予

定
な
ど
、
会
員
に
伝
え
る
べ
き
事

項
を
ま
と
め
て
説
明
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
、
食
事
会
・
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
月
に
一
度
の

機
会
と
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
協
力

し
て
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
カ

ラ
オ
ケ
で
は
会
員
が
自
慢
の
歌
声

を
披
露
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

　

西
小
岩
中
央
米
寿
会
は
、
母
体

で
あ
る
西
小
岩
中
央
町
会
の
会
長

を
は
じ
め
町
会
役
員
全
員
が
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
連
合
会
行
事
も
町
会
行
事
も

す
べ
て
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
活
動
の
中
心
は
、
西
小
岩

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
毎
週
木
曜

日
に
行
う
リ
ズ
ム
運
動
で
す
。
毎

回
40
～
50
人
程
が
集
ま
り
、
楽
し

く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム

運
動
が
終
わ
っ
た
後
は
、
２
階
に

あ
る
和
室
で
茶
話
会
を
行
い
ま

す
。
リ
ズ
ム
運
動
の
休
憩
時
間
も

南篠崎五丁目福寿会
会長：佐藤　昌子
会員：33 人

ク ラ ブ 紹 介

上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

健
康
保
持
の
為
、
毎
朝
６
時
か

ら
太
極
拳
を
し
て
い
ま
す
。
太
極

拳
で
は
、
し
っ
か
り
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
筋
肉
を

緊
張
さ
せ
ず
、
動
作
に
合
わ
せ
て

ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
を
行
い
ま
す
。

東部
地区

西小岩中央米寿会
会長：野村　和男
会員：115 人

小岩
地区

人
と
人
の
和
を
大
切
にま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

お
喋
り
が
尽
き
な
い
程
み
な
さ
ん

お
話
が
大
好
き
で
、
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
指
導
員
と
の
交
流

の
場
と
し
て
好
評
で
す
。

　

近
隣
の
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
、
春

で
雰
囲
気
も
良
く
な
り
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
に
は
花
見
を
行
い
ま
し

た
。
花
も
見
ご
ろ
で
盛
況
の
う

ち
に
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
も
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今

後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

に
日
帰
り
、
秋
に
宿

泊
の
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
２
０
１
５
年
12

月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、
静
岡
県
の
三
島

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
に

行
き
ま
し
た
。
会

員
は
新
し
い
物
好

き
で
、
す
ぐ
行
こ

う
！ 

と
即
決
で
す
。
日
本
最
長

の
４
０
０
ｍ
の
橋
を
渡
り
切
っ
た

と
き
時
に
は
心
地
よ
い
汗
と
達
成

感
に
満
た
さ
れ
、
大
自
然
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
福
島
県
に
あ
る
日
本
五

大
桜
の
ひ
と
つ
三
春
の
滝
桜
に
訪

れ
た
後
、
東
北
き
っ

て
の
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

と
し
て
知
ら
れ
る
母

畑
温
泉
に
行
き
ま
し

た
。
長
い
年
月
を
か

け
て
作
り
出
さ
れ
る

自
然
の
美
し
さ
と
、

旅
の
疲
れ
を
い
や
し

て
く
れ
る
温
泉
で
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
は
、先
代
の
会
長
、

諸
先
輩
方
の
苦
労
と
努
力
に
よ
り

築
か
れ
た
伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ
で

す
。
今
後
も
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
継
続
し
て
発
展
し
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ら
も
太
極
拳

を
や
っ
て
い

る
こ
と
で
、

体
の
調
子
が

い
い
！ 

と

言
わ
れ
る
こ

と
も
多
く
、

最
近
で
は
女

性
の
参
加
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
日
曜
日

の
朝
に
行
っ
て
お
り
、
お
話
を
し

な
が
ら
楽
し
く
歩
い
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
、
特
に
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
、
笑
う
こ
と
。
笑
う
こ
と

こ
の
朝
の
30

分
を
行
う

と
行
わ
な
い

で
は
、
一
日

の
体
の
調
子

が
変
わ
り
ま

す
。
会
員
か

三春の滝桜にて

三島スカイウォークにて

お花見

朝の太極拳

ウオーキングの様子
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太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前
、
私

は
女
学
校
の
２
年
生
で
し
た
。
先

輩
達
は
学
徒
動
員
で
軍
事
工
場

へ
派
遣
さ
れ
、
私
達
は
学
校
の

校
庭
に
防
空
壕
を
掘
り
ま
し
た
。

私
は
伝
令
班
だ
っ
た
の
で
、
空
襲

時
に
グ
ラ
マ
ン
飛
行
機
が
来
た
こ

と
を
次
の
防
空
壕
へ
と
伝
え
に
行

き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
先
生
に

大
変
叱
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
今
考
え
る
と
と
て
も
危
険

　

若
葉
が
目
に
染
み
る
好
季
節

と
な
り
、
黄
金
週
間
も
終
わ
り

に
近
づ
い
た
頃
、
同
行
３
人
で

２
泊
３
日
の
湯
布
院
ぶ
ら
り
旅

を
行
い
ま
し
た
。
大
分
空
港
ま

で
は
大
空
を
楽
し
み
、
駅
に
着

い
た
ら
目
の
前
に
は
由
布
岳
が

壮
大
に
そ
び
え
立
ち
、
素
晴
ら

し
い
眺
め
で
し
た
。
湯
布
院
が

代
表
す
る
金
鱗
湖
。
鮒
の
鱗
が

金
色
に
輝
い
て
い
る
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
、
外
気
温
に
よ
り

湯
気
が
立
つ
こ
と
で
と
て
も
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

会員の随筆

な
こ
と
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
お
り

ま
す
。

　

戦
時
中
に
Ｂ
29
が
墜
落
し
た

時
の
こ
と
で
す
。
落
下
傘
で
軍
人

が
降
り
て
き
た
時
、「
ア
メ
リ
カ

人
は
敵
」
と
ば
か
り
に
棒
を
持
っ

た
人
た
ち
が
集
っ
て
き
ま
し
た
。

警
察
が
来
て
や
っ
と
落
ち
着
つ
き

ま
し
た
が
、
事
情
を
聴
こ
う
に
も

英
語
を
話
せ
る
人
が
誰
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
英
語
の
勉

強
は
政
府
の
命
令
で
廃
止
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
私
も
ほ
と
ん
ど
話

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
の
知
り
合
い
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

新
聞
記
者
し
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
の
で
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
今

で
は
携
帯
で
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
そ
の
当
時
は
自
転
車
で
直

接
頼
み
に
行
く
他
は
な
く
、
本

当
に
大
変
な
時
代
で
し
た
。
降

り
て
き
た
ア
メ
リ
カ
軍
人
は
、
釣

竿
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
等
を
持
っ
て
い
て
子
ど
も
た
ち

に
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
ア
メ
リ
カ
は

な
ん
と
贅
沢
な
国
な
ん
だ
」
と
思

い
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
は
あ
ま

り
に
も
自
由
す
ぎ
て
平
和
に
慣

れ
す
ぎ
て
い
ま
す
。
戦
後
70
年

を
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
は
一
人
一
人

が
日
本
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
他
に
も
観
光
客
が
多

く
、
特
に
中
国
・
韓
国
の
人
達

が
観
光
バ
ス
を
連
ね
て
湖
畔
は

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
旧
文
豪
の
館
、
ア
ト
リ
エ
、

温
泉
旅
館
な
ど
巡
り
ま
し
た
。

温
泉
は
美
肌
効
果
満
点
、
ア
ル

カ
リ
性
で
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
で

す
。
観
光
は
駅
前
か
ら
で
、
駅

構
内
に
は
な
な
つ
星
の
列
車
が

停
車
し
て
い
ま
し
た
。
話
に
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

見
て
み
る
と
迫
力
が
あ
り
、
２

階
建
て
で
と
て
も
豪
華
で
し
た
。

聞
い
た
と
こ
ろ
、
な
な
つ
星
列

車
の
乗
客
が
市
内
観
光
の
た
め

に
、
２
時
間
く
ら
い
停
車
中
と

の
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
の
市

内
観
光
は
車
で
し
た
が
、
２
時

間
ほ
ど
町
並
風
景
を
楽
し
み
、

湯
布
院
巡
り
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
は
、
昨
年
５
月
９

日
に
２
泊
３
日
で
行
っ
た
時
の

も
の
で
す
。
こ
の
度
、
美
し
い

新
縁
の
山
々
、
街
並
み
を
突
然

の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
心
を

痛
め
て
お
り
ま
す
。
熊
本
地
震

で
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
収
束
、
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

『
戦
時
中
の
思
い
出
』

　

棒
茅
場
長
寿
会　

本
澤　

む
つ
子

『
同
行
３
人
湯
布
院
の
旅
』

　

扇
子
田
長
寿
会　

加
藤　

嘉
子

【地区リズム運動教室 日程表】
地区 小学校 時　間 開　催　日　程

松江

第三松江小学校 10 ～ 12時
6/4・6/18・7/2・7/9
9/10・9/17

東小松川小学校 14 ～ 16時 6/25・7/16・9/24

一之江小学校 13 ～ 15時 6/19・7/3・9/25

小松川

平井東小学校 13 ～ 15時 6/12・7/10/・9/18

小松川小学校 13 ～ 15時 6/11・7/16・9/24

平井小学校  ★ 10 ～ 12時 7/23・9/17

小松川第二小学校 13 ～ 15時 6/26・7/3・9/25

葛西

船堀第二小学校 10 ～ 12時 6/5・6/11・7/3・7/16・9/24

第二葛西小学校 10 ～ 12時
6/18・6/25・7/2・7/16
9/3・9/24

西葛西小学校 10 ～ 12時 6/12・9/11

地区 小学校 時　間 開　催　日　程

葛西 新田小学校 10 ～ 12時 6/19・7/10・9/11

小岩

西小岩小学校 10 ～ 12時 6/11・6/18・9/10・9/17

東小岩小学校 13 ～ 15時 6/19・7/10・9/18

下小岩第二小学校 13 ～ 15時 6/26・7/3・9/11

東部

南篠崎小学校 13 ～ 15時
6/12/・7/3・7/17
9/18・9/25

下鎌田西小学校 10 ～ 12時
6/11・6/25・7/9・7/16
9/24

鹿骨

篠崎第四小学校 13 ～ 15時 6/11・7/2・9/10

鹿骨東小学校 10 ～ 12時 6/25・7/16・9/3

篠崎第二小学校 10 ～ 12時
6/5・6/19・7/3・7/17
9/18・9/25

★新規会場※開催日は中止となる場合があります。ご了承ください。また、８月は実施いたしません。
※注意 !!　各小学校へのお問い合わせはご遠慮ください。

【お問い合わせ】区役所生きがい係　TEL 03-5662-0039
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スポンサーへの御礼　本紙の発行に際しまして御協賛いただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。今後とも倍旧の
御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

日時：7月10日（日）
会場：グリーンパレス　孔雀の間
対象：区内在住の60歳以上の方240名
　　　（申込順）
費用：無料
【申込み】
　6月13日（月）よりお電話での申込みに
なります。

福祉推進課生きがい係　℡5662-0039

　今年も囲碁・将棋大会を開催いたします。
　囲碁・将棋を通して、区内熟年者の親睦と交流を深め
ることを目的としていますので、対局は申し出た段・級
に応じてクラス分けを行います。

　お住まいの地域にあるくすのきクラブをご存じですか？
　主な活動としては、リズム運動や輪投げ、茶話会、アルミ
缶回収などの活動を会員が自主的に行っています。定年を迎
えた後、「何をすればいいだろう」「外に出るきっかけが欲し
い」と思っている方はぜひ、くすのきクラブに入会して、仲
間とともに充実したシニアライフを過ごしましょう。

　区内在住の60歳以上の方なら、どなたでも入会でき
ます。少しでも興味があるという皆さんは、ぜひ一度
ご連絡ください。

【申込み・問合せ】

福祉推進課生きがい係　℡5662-0039

なごみの家が５月７日に区内３ヵ所に開設されました。
子どもから熟年者まで障がいの有無に関わらず、医療、介護

などのさまざまな相談への対応や、地域の課題を解決するため
のネットワークづくりを行っていきます。

皆様の身近な福祉拠点として、誰もが気軽に集いふれあえる
場、話ができる居場所としていきますので、ぜひご利用ください。

◦運営時間
　・9：00 ～ 17：30（月曜休館日）
◦場所
　・なごみの家松 江 北 中　央2-13-12
  ☎ 3652-4753
　・なごみの家小　　岩 東小岩5-19-8
  ☎ 3658-4753
　・なごみの家長島桑川 東葛西6-34-1
  ☎ 3680-2753

　毎年4月に行われる助成金申請。完璧だと思っていた書類でも、
うっかりミスをしてしまった経験があると思います。今年の
資料を再確認し、来年度こそパーフェクトを目指しましょう！

　決算書・予算書を正しく記入するためには、日頃の金銭出
納管理が重要です。今年は特に、通帳の決算利子の確認不足
が多くみられました。また、予算書については来年度も使用
しますので、しっかりと確認しておきましょう。

　毎月提出している、活動状況報告書を活用し、会員数・活
動内容の把握をしましょう。また、基準日を確認して記入し
ましょう。

　しっかりと役割を分担し、複数の目で確認していくこ
とが重要です。また、毎月の確認をしっかり行うことで
助成金申請が楽になるだけでなく、クラブの様々な内容
の見直しにもつながります。

参加者募集
随時会員募

集中！

助成金申請書類チェックポイントおつかれさま
でした！

なごみの家
始まります！ 困ったときの相談窓口

収入支出決算書・予算書

実績報告書

あなたのまちの
くすのきクラブ

熟年者囲碁・将棋大会第40回
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編
集
後
記

　清々しい初夏の季節となりまし
た。平成 28 年度のイベントも開
幕し、今月のリズム運動大会を皮
切りにくすのきクラブの行事は今
年も目白押しです。くすのきだよ
りが会員の皆さん一人一人に愛読
される情報誌になるように、茶話
会の話題作り、クラブの運営や会
員増強に役立つ誌面制作を行って
まいります。

【広報部長　赤羽根 智英子】

　新年度に入り、各クラブの皆様一
年間の行事計画を立て、健康に留意
し頑張っていることと思います。輪
投げ、長寿の集い、区民まつり、さ
わやか体育祭、リズム運動地区交流
会と数多く行事が控えていますので
クラブ会員一同心も体も健康で元気
に毎日笑顔で暮らしましょう。思い
出深い行事・楽しいクラブ活動を期
待しています。意義ある一年間を。

【広報副部長　橋本 政勝】

　くすのきクラブでのリズム運動
などで心身共に健やかにし、みん
なで楽しくカラオケでも歌ってい
れば、うっとうしい梅雨の季節も
楽しく過ごせることになるでしょ
う。さて今年の夏は異常気象の影
響もあって猛暑になるかもとの予
測が出ています。猛暑対策をしっ
かりとって、元気に夏を乗り越え
てください。

【広報副部長　高橋　芳嗣】

懐かしのあの曲みんなで声高らかに♪

訃報（敬称略）
謹んでお悔やみ申し上げます

上一色南部親交会　長谷川壽典
本郷第二五月会　加藤千代吉
船堀六寿会　　　桜井　正彦

（左から / 敬称略）
パッチワーク：木下章江、絞染め（日傘）：猪股静江
パンフラワー：渡辺久枝、編み物：盧玉仙、折紙：司親和会
小袋：町田マツ子

歌謡ステージの様子（くすのき昭生会）

2月10日(水)、11日(木)に総合
文化センターで熟年文化祭が盛大
に開催されました。今年も見事な
作品が所狭しと飾られ、ホールで

は華麗な舞や息の揃った合唱が会場を盛り上げていました。
また来年も皆様の参加を心からお待ちしております。

くすのき近況のお知らせ

第13回合唱祭が、3月5日（土）
に開催され、全3部、計3500人
分の朗らかな歌声がホールに響
き渡りました。

今年も指揮者・歌唱ガイドの
先生のもと、江戸川ギター・マ

ンドリンクラブの生演奏にあわ
せ、全9曲を歌い切りました。

来年開催予定の音源も近々配
付されますので、次の開催に向
けて皆さんでまた練習しましょ
う！

熟年文化祭

合唱祭
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